した 所、 先生 は 「それ は 違 ふ。 普通選挙の 主唱 は 政治 

上の 義務で ある。 政治 は 今後 益々 悪化す る」 かう 仰つ 

しゃいました。 この 御 一言で 僕 は 先生の 御 胸中 を 明白 

に 知る ことが 出来た やうに 感じました ので、 直ぐ 話頭 

を 転じて 他の 話に 移った こと を 記憶して 居ます が I 

I』 

『然 うです。 私 も 能く 記憶して 居ります』 

と 先生 は 首肯 かれた。 そこで 僕 は 突き 込んで お尋ねし 

た。 

『然 らば、 何故に 政治 は 益々 悪化 致します か』 

『それ は、 国民の 道念が 頹 廃した からです』 



先生の 全集 刊行の 際、 僕 も 聊か それに 参加した が、 

山な す 遺文 を 一 々見て 行く 中、 不図 一 つ 講演の 速記 を 

手に して 覚えず 驚喜に 打 たれた。 それ は 明治 一 一十三 年 

の 三月、 当時 数寄屋 橋 教会堂に 催された 青年会での 演 

説で、 標題 は 「共同 営業 (コ— ペレ ー シ ヨン)」 として 

ある。 明治 二十 三年の 春と 言へば、 前年の 十月に は大 

隈 外務大臣が 条約 改正 問題の 為め、 反対党の 爆裂弾に 

打 たれ、 この 年の 七月に は 日本 歴史 未曾有の 衆議 院議 

員 選挙が 行 はれる 予定で、 全国た だ 政治 運動に 狂 転し 

て 居る 時 だ。 先生 は 去年の 秋 欧米 漫遊から 帰って 見え 

たばかりで この 演説が 殆ど 帰朝 後の 第 一 声と 言うても 



へ 無い。 更に 資本の 勢力 を 以て 機械 を 充分に 入れ ゝば、 

一 二人の 財産で は 足りない から、 会社の 組織が 起る。 

会社の 組織が 起れば、 株主と 職工と 顔 を 合 はせ ると 云 

ふこと は 決して 無い。 さうな ると 資本と 労力との 競争 

のみで、 人情の 油 はこの 競争 を 緩める こと は 無い。 こ 

の 事が 我国の 経済社会に 必ず 起 つ て 来る と 思 ひます。 

II 興業 上の 兼併が 行 はれて 多くの 人が 家来になる。 

この 者が 常に 雇 はれて 居れば まだ 良い が、 決して 然ぅ 

は 行かない。 生産の 競争が 起れば 色々 制限 を 行 ひます。 

少し 出来過ぎて 売 口が 遠く なれば、 労役 者 を 解雇し ま 

す。 賃銭 はたと ひ 安くと も 仕事が あれば、 パン を 買 ふ 



銭 も あるが、 雇 を 解かれ ゝば、 パン を 買 ふ 銭 も 無くな 

つて、 た y 坐 食し なければ ならぬ。 どうしても 資本家 

と 労働者と 激戦 をし なければ なりません。 望の ある 動 

物なら、 何とかし てこの 組織 を 破らう と 云 ふ考を 起す 

は、 已むを得ない ご 

「私 は 社会党で も 共産党で もない が、 国と して 考 へれ 

ば、 百 人の 中 一人 は 非常に 富んで 九十 九 人 は 極貧で あ 

る は、 人情 喜ぶべき でない、 国の 安全で もない。 人民 

が 殖えて 分配 も 行き 渉り、 百 人が 略々 同様に 安楽なる 

は 喜ぶべき こと ゝ私は 思 ひます。 これが、 私 は 日本の 

後 来の 為に 注意す ベ き 点と 思 ふ。 私 は 斯様なる 社会の 



有様に 日本 を 置きたい と 希望し ます。 日本に バンデル 

ビ ル 卜の 如き 人が 出来ず とも 衆人が 不足 を 告げず、 資 

本 労力の 戦争な き 富国に したいと、 私 は 思 ひます。 さ 

れば とて 弊害 をのみ 恐れて、 現在の まゝ 未開の 有様に 

居ようと 主張す るではありません。 矢張り 大きな 製造 

会社 も 起したい。 今日の やうに 熱 天に 汗をかいて 一 人 

で ボッ/ \ 仕事す るよりも、 器械 を 用 ひて やる やうに 

したいが、 同時に これに 伴 ふ 弊害 を 避ける 方法 を 講究 

したい ご 

かくて 先生 は、 独逸の 社会党 を 説き 英国の ッレ— ド 

ユニオン を 説き、 最後に 「コ— ペレ ー シ ヨン」 に 就て 



に関する 雑誌で、 この 井上の 衝突 論 を 護符 の 如くに 転 

載せぬ もの は 無かった らう。 

一、 二十 六 年 九月、 山 県 系の 政党 国民 協会 は 九州に 

東北に 大会 を 開いて 「非 内地 雑居」 を 決議した。 

一 、 同年 十月 一 日、 阿部 井 〔# 底本 は 「阿部 井」 が 正し 

く は 「安部井」 である 旨 を 注記〕 磐 根、 神 鞭 知 常 等 「非 

内地 碓居」 を 標榜す る 大日 本 協会 組織。 

一、 十二月 十九 日、 衆議院に 於て、 阿部 井 磐 椴が 条 

約 励行 建議案の 説明 中、 十日 間 停会の 詔勅 下る。 

一、 同 二十 九日、 外務大臣 陸奥宗 光、 衆議院に 於て 

条約 励行 反対の 演説。 



先生 もこの 建議案 賛成の 一 人 だ。 然れ共 この 一 つの 

建議案の 内容に は 黒白 氷炭 相 容れざ る 思 想 と 感情と が 

流れて 居る。 

一 、 内地 雑居 主義の 自由 派 II 島 田 先生 等。 

一 、 非 内地 雑居 主義の 国権 派 即ち 攘夷 派。 

現に この 建議案の 説明 者た る 阿部 井と 云 ふ 老人 は、 

「非 内地 雑居」 を 唯一 の 主張と する 大日 本 協会の 領袖 だ。 

政府の 圧迫に 勝つ 

この 時 は 第二次 伊藤博文 内閣で、 陸奥宗 光が 外務 大 



く 申込 まれ、 私が 木 村 君の 競争 を 避ける 為に、 条件 

付の 申込に お 答へ 申す こと は 出来ない。 国家 公共の 

利害 横浜巿 実際 の 利害と 云 ふ 明瞭な る 理由から 互に 

説を尽 すは宜 いが、 た、 V 円滑の 為に 事情の 為に 抂げ 

る こと は 出来ない。 私 は 何時の 競争で も 負ける こと 

の ある を 覚悟して 居る。 少数で 負けたら、 尚 ほ 多数 

の 同意 を 得る まで 待つ のが、 代議政体の 本体で、 内 

閣が 国会で 負けて 潔く 辞職す ると 同じ 道理 だから、 

負ける の は 恥で ない が、 故な く 説 を抂げ るの は、 こ 

の 上 もな く 良くない こと、 思 ふ。 —— 一生の 働から 

見れば、 一時 負けた 方が、 説 を 曲げて 勝つ より 宜ぃ 



これ 以後の 政治 界は、 「条約 励行」 を 楔 子に して、 離 

合 集散が 行 はれた。 一 方 伊藤 内閣と 自由党と 提携し、 

これに 対して 条約 励行の 六 派 (この 中には 先生 等の 改 

進 党 も、 非 内地 雑居の 大日 本 協会 も ある) が 提携した。 

二十 七 八 年、 日清戦争。 

一 一十 九 年 三月、 条約 励行 六 派 は 解体 合体 合同して 進 

歩 党 を 組織し、 大隈 伯が その 実際的 党首と なった。 

その 九月、 伊藤 内閣 辞職の 後 を 受けて、 松 方 正義 を 

総理大臣に、 大隈重 信 を 外務大臣に、 所謂 薩摩閥と 進 

歩 党と の 聯合 内閣が 出来た。 両者の 裏に は 三菱が 居て 

岩 崎弥之 助が 自ら 出で て 日本銀行 総裁に なった。 薩派 



( 一 ) 足 尾 鉱毒 事件と 先生 

三十 四 年の 十 一 月、 先生 は 田 中正 造 翁と 同伴で、 渡 

良 瀬 川 沿岸の 鉱毒 地 を 視察され た。 帰って 見えての お 

話に、 『驚いた の は、 二三 年 前に 見た 村々 が、 殆ど 跡 方 

もな く 零落して 居る。 この 窮民 は懶惰 でもな く、 天災 

でもな く、 全く 政治の 罪悪の 結果で、 社会 はこれ が責 

任 を 負担せ ねばならぬ。 特に 寒天 を 眼前に 控 へた 今日、 

食な き 者に 食 を 分ち、 衣な き 者に 衣 を 分つ は 急務の 人 

情で ある。 従来の 鉱毒 問題と 云 ふ もの は、 有志 家の 政 

治 運動で あつたが、 これと は 全く 関係な く、 同胞愛の 

発動と して、 婦人の 手に 信頼したい』 



止 を 勧告した。 

(一一) 星亨と 先生 

三十 一 年 六月、 進歩党 自由党 合同して 憲 政党内閣 成 

立す る や、 陸 奥 外相の 下に 公使と して 米国に 在勤して 

居た 星亨 急遽 帰朝して、 入閣 を 迫った。 当時の 策士 犬 

養 木 堂 は、 星 を 入れ ゝば 必ず 内部から 破裂が あるので、 

これ を 峻拒した。 星 は 入閣の 駄目な こと を 見る や、 「尾 

崎 文相の 共和 演説」 など 誇張して、 到頭 外部からの 破 

壊 を 成就し 自由党の 実権 者と なった。 

三十 二 年、 東京 市会議員の 改選に 際し、 星 は 麴町か 



て、 先生 は 戦闘 を 開始した。 全国の 視線 は 横 浜の 一 点 

に 集中した。 

三月 一 日、 選挙。 投票総数 二 千 四百 何十。 先生の 得 

票 一 千 四百 何 H 然 らば 他の 一 人 は 誰か。 奥 田が 当 

選して 加 藤が 落ちた。 この 時 先生 五十二 歳。 

大正 九 年 二月 十五 日の 衆議院で、 先生 丁度 七十 歳、 

普通選挙 法案の 演説 中に 

「明治の 初年 は 如何なる 人に 依て 改革 を 遂げられた 

かと 申します と、 青年 先づ 活動して、 壮年 これに 応 

じ、 老年の 人 これに 追随す ると 云 ふこと が、 明治 初 

年の 改革の 大に 振うた 所以であります。 —— 明治 初 



年の 先輩に 対して、 今日 この 議会に 居る 所の 御 同様、 

甚だ 相 済まざる 感が 起つ て、 吾輩 先づ y J の 怠慢 を 謝 

さなければ ならぬ ご 

かう 言うて 居られる。 

『普通選挙の 主唱 は 政治 上の 義務です』 

と 言 はれた 先生の 真意 を、 首肯く ことが 出来る。 「義 

務」 の 一語に は 幾多の 感慨が 籠って 居る だら う。 而か 

も 明治 三十 六 年の 選挙の 感激が、 中心の 動力で ある こ 

と を、 僕 は 窃かに 想像す る。 

〔『中央 公論』 昭八. 五〕 
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